
情報社会学科 (1)

履修モデル:ビジネスイノベーションの専門家・違業家(情報を利活用したビジネスの企画・提案がで
きる専F噂家)

学部共通
科目

0

』重社会と著作権

必
修
44

堕 盤 0
データベース入門
霊
=生
分析総合演習
!実践演習A

A

聞愛と情報社会 O
F演習A
総合演習
実践演習B

アルゴリズムとデータ構造入門
I \-[ ウェア

「演習C
コミュニケーション戦略
プロジェクトマネジメント 2
ゼミナール I

ゼミナール H
事業研究 I
肝究 I 4

選

択

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
戦
略
領
域 54

▲
〓 墜

マTケテイング | :  ~ |~l  l
マーケティング・リサーチ       |

12
:会のリテラシ
1会のビジネスモデル ○

社会のサービス企画
マーケティングヨリサーチ演習

現代社会の消費者行
艶 グデ‐夕解      蘇爾
データマイニング
ビジネス発想法 2

と企業のイノペーシ彗ン 2

プ
ロ
メジ

ムエ知能入門 2
成功のプランニング

12
1冨の分析 と計画

ク

ト

マ
ネ
ジ

ト
領
域

ｕ

一
重量産法
報化要求の分析とソリューションの提案

○

デザイン設計

壼済性の科皇
ビジネス法

一般
選択

璽ジカルシンキング
プレゼンテーション技法



情報社会学科 (2)

履修モデル:ザータアナリスト・企業の調査部門の専門家(データを収集・解析して情報社会の要求
を提示できる専門家)

学部共通
科目

メディアリテラシー

i報と社会 12 L E E
L n □ □

必
修

44

報社会と法 ○

データベース入P 0
データ分析総合顧習 ○

報処理実践演習A ○

文章演習 ○

基礎演習A ○

礎演習B
人間愛と情報社会 0
総合演習A ○

○

l処理実践演習B
アルゴリズムとデータ構造入門
ハードウェア
総合演習B ○

総合演習C
コミュニケーション戦略 ○

プロジェクトマネジメント ○

ゼミナール I ○

ゼミナールⅡ ○

自研究 I ○

卒業研究題 4 ○

選

択

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
領
域 54

:jむ理学

1川回 国 □ 国 コ ヨ

一
一
一

:報社会のリテラシ ○
コミュニケーション戦略特講B ○
マーケティング・リサーチ演習 ○

:の消費者行動 ○

土会調査演習 I ○

ビッグデータ解析の社会への応用 ○

金 調査演習五 ○

データモデリング
デ…タマイエング

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

メ

ン
ト
領

人工知能入F電 ○

△里知能の社会への応用 ○

データベース応用
プログラミング I 0

21 』 コ コ 璽 コ コ
の分析とIf画 ____ 0

顕 マ

ネ
ジ

曇化要求の分析とソリューションの提案
Lの科学 ○

至確実性とリズジ否マ著死耳不
一般
選択 ○



情報社会学科 (3)

履修モデル :プロジエクトマネージャ・ITコンサルタント(ビジネスや情報システムの創成をチームのカ
で成功させる専門家)

学部共通
科目

:報
と社会 ○

醒理機論
社会システムモデリング 0

必

修
44

報社会と法 ○

データベース入門 0
データ分析総合演習 0
:報
処理実践演習A

文章演習 ○

基礎演習A
基
一
礎演習B 0
人 0
総合演習A
鑽 術総合演習 0
職処理実践演魏 ○

アルゴリズムとデータ構造入F弓
/\*Fry tY
総合演習B 0
総合演習C ○

コミュニケーション戦略 ○

プ回ジiクトマネジメント ○

ゼミナール I 2 ○

ゼミナールⅡ

研究 I

:研究Ⅱ 4 ○

選

択

コ

ミヽ
ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

戦

略
領
域

54

猥社会における問題の発見と解決
長社会の分析と理解

i社会のビジネスモデル ○

報社会のサービス企画
ビッグデータ解析の社会への応用
データモデリング ○

データマイエング ○

ビジネス発想法

親と企業のイノベーション ○

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域

颯サービス産業の理解 0
人工知能入F弓

成功のプランニング

インターネットと情報セキュリティ
企業活動と情報システム 2 ○

システム分析 ○

プロジェクトマネジメント特講A ○

蚤営の分析と計画
システム設計 ○

知的財産法 ○

プロジェクトマネジメント特講B
:報化要求の分析とソリューションの提案 ○

システム開発技法 ○
:報
システムの品質と信頼性 2

ソフトウエアの構成とテスト

不確実性とリスクのマネジメント ○

一般
選択

プレゼンテーシヨン技法 2 ○

報処理案競演習G 0



情報社会学科 (4)

履修モ7~ル iシステム凛―ディネータ・システムコンサルタント(情報社会を支える情報システムの企
画・提案ができる専門家)

学部共通
科目

最と社会
通信ネットワーク 0

必

修
44

l会と法

デTタバ
=ス
ム菫     |

'報処理実践演習A
:軍演習
:礎演習A
:礎演習B
、間愛と情報社会 ○

「演習A ○

技術総合演習

○
ハデ ウェア
〕澄習B
胎 演習G
コミュニケーション戦略 ○

ブロジェクトマネジメント
ゼミナール I
fミナール I
二業研究 I
二業研究 E 4

選
択

コ

ミヽ

ユ

一
戦

54

一
ケ
ー

シ

ョ
ン

路
領
域

社会のサニビス企 2
ビッグデータ解析の社会への応用
データモデリング 2
データマイエング ○

ビジネス発想法

と企業のイノベーション

プ

ロ
ジ

エ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域

サービス産業の理解

、工知能入門
i功のプランニング
人工知能の社会への応用

インターネットと情報セキュリティ

生
=三
丞諭

データベース応用
システム分析
プログラミング I
プログラミングⅡ
システム設計

曇化要求の分析とソリューションの提案

システム開発技法
システムの品質と信頼性 ○

デザイン設計 2
ソフトウエアの構成とテスト

一般
選択 情報処理実践演習C ○



情報社会学科 (5)

覆修モデル:図書館司書・図書館情報システムの開発者(情報社会と情報システムを理解したデジ
タル時代の日書館の専F電家〉

学部共通
科日

メディアリテラシ… ○

と社会
1代社会と著作権

必

修
44

i社会と法
データベース入門

デ…夕分析総合演習 ③

1処理実践演習A
塁演習
:演習A ○

演習B
憂壽 覇社会 ○

:習A

B

アルゴリズムとデータ構造入闘 ○

ハードウェア
や演習B
,達習C
コミュニケーション戦略
プロジェクトマネジメント
ゼミナール I
ゼミナールⅡ

融 I

:研究Ⅱ 卑

選

択

覆量

54

喜爾情報資源概論
[源組織論

と企

l織演習
のイノベーション

プ

ロ
ジ

エ
ク
ト

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
領
域

サービス産業の理解
人工知能入 F電 ○

インターネットと| 寝セキュリティ

報サービス論

プ轟グラミング I 2
プログラミング正
報サービス演習

システム設計
機的財産法
報化要求の分析とソリューションの提案

システム開発技法

デザ璽≧盤
:営管理システム

ゴジネス蕩 ○

一
般
選
択

生涯学
0

1書館サービス概論 2

書・図書館史 2 0
制度 E経営論

サービス特論

児童サービス論 ○

メディア・ビジネス論


